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海膽 の 分裂細胞 の 癒合に關す る實驗
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　海膽の 卵が 第
一

回分裂 を行 つ て 二 個 の 細胞 とな つ た 時 、 兩 細胞 を分離 し、後

に 再 び 任 意 の 方向 に 癒合 せ しめ た らば 一 個の 正常 なる 個 體 を生ず る で あ ら5

か 7 換言 すれ は二 細胞 期 に於 け る各 細胞 の 極性は 轉 換 し得 る もの で あ ら 5 か ？

この 問 題 を解 く爲 に原 著者 は ナ ポ リ で 次 の 實驗 を行 つ た。

　實驗 の 方法 として は 海膽 （主 と して 1；；c7t・i，tv ．ti　 mic ・
，
・ot ）tbe ）

’c 〜‘1砲 8 ）の 卵 を受精後

3− 4 分 ］）RIE1　CH の 方 法 に ょ り受 精膜 を除 き、 硝子 糸 を用 ひ て 兩細胞 を分離 さ

せ る。始 あ は HERBST の 方法 も用 ひ て見 た
。 各 細胞 の 元 來 の 極 性 を見 失 は 諏 爲

に
、 豫 め 第

一回 分 裂 中に 卵 の 一極 を VOGT の 方法 〔Nl川 と田 を用 ぷ ）1こよ b染色

して置 く。分 離 され た 兩細胞 を原 著者 考 案 の ガ ラ 7 ・室 中で 種 々 なる特 定の 方向

に癒・合せ しめ 、 その 發生 を觀 察す る。

　觀 察の 結果 を述べ れ は 、

一 個の 正 常な る個體が 生ず る 爲に は 兩細胞 が 元 と同

じ樣 な位置 に 於 て し つ か b と癒合 6 る こ と を必 要 とす る。他の 位置 に 置 か れ た

場 合 に は 、各 細胞 は元 來 の 極 性 を保有 し、癒・合が 不充分 な る時 は双 子 幼生 が生

ず る
。

こ れ に よ つ て見 れ は 、二 細胞 期 の 各 細胞 の 極性 は 轉手奐出 來 ね こ と とな る。

　抄録者 に
一

言 す る こ と を許 され る な らば 、 こ の 實驗 で 極 性 の 轉換 が 起 らなか

つ た か らと云 つ て
、

二 細胞期の 各 細胞の 極性は um 　f［lr　allem ”］　 tleterminiert だ

な どと考 へ る の は 誤 りと思 ぷ。 大 概の 場合 に、 發生速 度 の 早 い 方 、 量 の 多い 方

が 、 發生 速度の 遲 い 方 、 聒の 少 い 方 の 極 性 を轉換せ しむ る もの で あ る。本實驗

で は發生 速 度 も量 も等 しV ・」P うな二 細胞 を互 に 作用せ しめ た の だか ら、
い つ れ

の 一
方 も他方 を制御 す る こ とが 出來 なか つ た と見 る 可 きで あ る 。 何等 か の 方法

1こ よ b 兩分裂細胞 の 發荏速 度間 に充分 な る相違 を つ け た な らは 、 極 性の 轉換が

起 ら瀕 とも限 ら12　V ・。

　海膽 の 卵 を癒合 せ しむ る 實驗 は 既 に數 多 く行 は れた
。 本實驗 と他 の 實驗 との

關係 を あ らはせ ば次 の 如 くな る 。

　 1． 二 個 の 〜各胚 を癒 合 せ しめ る 。 兩 胚 相 互 の 位置 關 係 は偶 然 に任 す
。

　　　 　　　　 　
・1）RIESCI1 ，

　BJER ］・⊃1
−
h
− DE 　IiAAN 其 他

　 LL． 二 細 胞期 の 兩分 裂 細胞（＝ 孚胚 ）を分 離 し再 び 癒合 せ しめ る。

　　　 1． 各 分裂 細胞 が ・S 細胞 期 に なつ た 時 に 始 め て癒 合せ しめ る
。

−
nv 相 瓦

　　　　　 の 位 置 關係 は 偶 然 に任 す、　　　 …・・…・v ．LrelsCH
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2． 各 分裂細胞 を その 費 ま再 び瘉合 せ しあ る． 兩者稍 互 の 位 置 關係 を任

　　意に 制 御す る（＝本實驗 ）。　　 ・…・… K ．1’

1・；’1’J・］1こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （丘　　英 　通 ）

異 種 間 移 植 肢 の 成 長 と 神 緇 連 絡
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　實驗 と して は 4励 梱 ω ’κ弓 ）1川 面 勧 奴 謝 下 ・ lp．と略 す 〕の 右 側 前肢 芽 を除去

し、 それ よ b 四 體節後方 に 」 ” め1鋼 伽 1σ ti
，
（／ri ’1・lfnn （以

一
ド．t，t，と略 す ）の 前肢芽 を

移稙 す る こ と 、 及 び ．1、1）．の 右 側 前 肢 芽 を その ま ま に し
t
（ 置 い て 直 ぐ後方 に

瀦 、の 前 肢 芽 を 移 植 す る こ との 二 つ を行 つ た
。 即 ち移植 は hetU’叩 las伽 ．

heterotOl｝ic．　hoini｝pleural で あ る
。 移植 の 時期は 尾芽期 ｛tail一トud 　stUhr （

i
　）。特 に 一

言 すべ きは 」ノ・を二 地 方 1（
1hicagl

・ 及び Msllville）よ b取寄 せ て實驗 した こ と

で あ る
。

　結果 を逋 べ れ ば 、 手術 後三 邇 間 目に は
、

〔
・r）ntr ” 1 で は 」，ピ．〔（Jl⊥icago　1 の 方が

孟 ’．tNashvil ！el よ b 發イ生が 進ん で 居 るが 、 移植 せ られ た もの で は 逆 に ・4 ’．

｛1　
ra

＄hvil！c ）の 方が 」・ノ・｛ehit・こ達91，｝ よ b 進ん で 居 る、　 Chie まL911，　 MS 】lvi ］1．e い つ れ

に就い て も共通 な こ とは 、 移植 せ られ た 前肢 の 方が 〔
・
o ］lt，1＝C・］の もの よ b も遙か

に發生が 進 ん で 居 る こ とで あ る。 手 術 後四 遯 間 目には しfmlm ユで は 依然 とし て

M ・鼠 Chl憾 g。｝の 方が 」．f．　｛　Nashville　）よ ら進 ん で 居 る が 、 移植 せ られ た もの で

は 兩者殆 fiど同 じ位の 形 大 き さ を示 す。 な ほ （
・
｛mtr 《）1 の 竜の と比 較す れ ば移杣

せ られ た 前肢は Chi｛
・
〜碑 ，

，　 N ：Lsl】villp 　 Vl つ れ を 問は ず 遙か に發生 が 進ん で 居る。

1 れ は 三 邇 聞 目と變 らな v ・。 こ れ よ bD 」二Tw ∫1・ER は や は b ｛ILRP ＞ GtRt だ と

結論 して 居 る
。

こ の 實驗 の 結果 の最 も面 白い 點は 、
二 地 方 よ b取寄せ た 同種 の

動物が移植實驗 の 際異 つ た 行 動 を示 す こ とで 、 此 よ 6次 の 事 か 云 ひ 得 よ5。 諸

研究者が 同種 の 動 物 を用 ゐ て行 つ た 實驗 結果 が一致 しな V ・±a合 1こは 、 淵 度や 餌

量 の 相違 よ うか 、 異 つ た 無 しin を用 ひ た爲 に起 る c ω 漁 tutlollal　di踉 re 珊 es の

方 が 實際 の 原 因 で あ る と い ぷ こ と もあ b得 る。

　 ．A．1）．體上 逋 常の 部位 よ b 四體節後 方 に移枢せ られ た ∫t．t．の 前 肢が 如何 な る

神經 を受 け て居 る か と検 した と こ ろ 、

一例 を除け ば 、 他 は すべ て第五 紳經 （又

は その 分 枝 ）を受 け て居 た。 こ の 點 は 」．1・・の 前肢 を ・・1　．1）．上 （即 ち hOm 叩 la頭 ω

同樣 の 位 置 に移植 した 場合 と何 等異 ら諏。 即 ち前肢 芽は 異種の 體 ．kに あ つ て も

異種 の 紳經 を引寄 せ る 力を有 つ て 居 る
。

　 移植 せ られ た前 肢は 多 くは宿 生 の 他 側の 前 肢 と coordinated 　Im 、
’
em 蝋 s を示
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